られ、動きを封じられてしまう。「あははは、そんなんで、ぼくに勝てるかな?」
ネスの悪魔は、ここぞとばかりに多彩な攻撃をしかけてきた。足に腕に体に、強烈な痛み
が走る!(HPマイナス8)
「く……!ぴ、pk必殺……つ!」動けなければ、PS〓に頼るしかない!ぼくは必
死で、必殺技を連発させた。こうなったら、根くらべだー
-長い長い戦いの末、ネスの悪魔は、ついに倒れさった。勝利の女神は、ぼくに微笑ん
だのだ!「見たか!ぼくは、邪悪な心になんか、負けない!」円
327
ぼくは、以前彼女にもらったサイン入りバナナを学芸員さんにあげた。バナナはだいぶ黒
ずんでいたけれど、彼は大喜び!
「お礼に教えてあげましょう。とんでもない物っていうのはですね、すっごいでかいおばけ
ネズミなんですよ!なんか、ちかちか光る場所の前で、ドーンとふんばってましてね……」
一おばけネズミに、光る場所……もしや、その先にはパワースポットがあるんじや〓
「この先に、マンホールがあります。そこを降りると下水道になっていて、その奥ですよ。
そうだ、これを持っていくといい。魔封じのコインです」
学芸員さんにお礼を言うと、いざマンホールへー

